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 動物病院来院の 10個体の尿から、FmoPV特異的 RT-PCRにより尿中のウイル
ス RNA を 3 例に検出した。次に、RT-PCR 陽性の尿検体をネコ由来の腎臓培養
細胞（CRFK細胞）に接種し、ウイルス分離を試みた。これらの尿暴露後の CRFK
細胞の継代を繰り返し、細胞変性効果（CPE）がみられるまで培養した。CPEが
みられた細胞から FmoPV 特異的 RT-PCRにより増殖したウイルスを検出し、ウ
イルス RNA 陽性ネコすべてから 3 分離株を得た。また、抗 FmoPV N タンパク
質抗体を用いた間接蛍光抗体法（IFA）でもウイルス抗原を検出した。 
 次に、FmoPVの分離株（SS1株）を、ヒトおよび 12動物種由来培養細胞に接
種し、in vitro における FmoPV の宿主域を調べた。まず、感染 CRFK 細胞の培




培養細胞（Vero 細胞）で増殖・複製した FmoPV をヒトの腎臓由来培養細胞
（HEK293T 細胞）に接種し、霊長類に馴化したウイルス株のヒトへの感染性を
調べたが、増殖はみられなかった。 




















来の尿検体のうち 3 例から FmoPV 特異的 RT-PCR 陽性試料を見い出し、そのすべてか
ら FmoPV分離株を得た。そして、このうちのひとつの分離株（SS1株）を使って、ヒト









なお、本学位授与申請者は、平成 28年 2月 1日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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